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○タイトル（保育計画）

すべてのママと子どもの為に（一時預かり保育）

○主な助成備品

Combi コンパクトユニット MU３１

１．保育計画策定の目的

戦後、困窮する子どもの保護、救済、そして次代を担う子どもの健全な育成を図るた

め、昭和 22（1947）年に児童福祉法が制定されました。しかしながら、沖縄県は戦後も、

米国の占領統治下におかれたため、児童福祉法の効力が発することがありませんでした。   

その後、1952 年の琉球政府発足により 1953 年に「児童福祉法に関する立法要請」が発

せられ、戦後 10 年以上を経て、沖縄県の児童福祉制度が始動しました。同立法要請は、

紛糾したものの、限りなく日本的児童福祉法に近い形となりました。しかし依然として

「児童福祉法」の効力外であった為、予算措置、根拠法の裏付けが乏しく、形だけの行政

法となった感が否めませんでした。

そのような状態が 1972 年まで 20 年以上続いた結果、沖縄の保育行政及び保育制度は独

特な形になっていきました。具体的には、予算措置が充分に確保できなかったので、公設

公営は限られ、民設民営の保育園が地域の保育需要を担うこととなりました。沖縄県は社

会性として、子育て支援が家庭や地域に内包化する文化でありましたので、質の問題は別

として、子育て環境をなんとか維持することができました。しかし、女性の社会進出、家

庭機能の外部化が進み、自助・相互扶助だけでは限界に達し、公的扶助の必要性が求めら

れておりました。

そのような中で、平成 24 年 8月 10 日に「子ども・子育て関連 3 法」が成立し、保育行

政は新たなステージに突入しました。今まで当然に待機児童であった子どもたちが質の良

い保育を受けることが可能になったのです。しかし依然として沖縄県は、待機児童が高い

水準で推移しており、また一時預かり等の制度も予算措置も厳しく、保護者支援という立



場から厳しいのが現状です。しかも昨今の保育士不足問題も重なり、沖縄の中核都市であ

る沖縄市において、全ての保育園が一時預かり保育を撤退する事となったのです。

そのような状況が続くことを危惧して、「かなで保育園」は「すべてのママと子どもの

為に」を理念に保育計画を立ち上げ、専用室に今回の助成対象の専用沐浴ユニット

「Combi コンパクトユニット MU３１」を配置し、新たに保育士を確保して運用を開始

した次第です。

２．具体的な実施内容

2019 年 4 月より沖縄市において以下のように一時預かり保育室「かなで保育園 にこに

こ組」の運用を開始しました。

対象児：生後 6 か月～2 歳まで。              

    沖縄市在住で住民票がある方。

受け入れ人数：1 日 5 人まで

保育時間：月～金曜日  午前 8 時 30分～午後 4時 30 分

利用料金：1日利用の場合・・・2,000円（給食費・おやつ代込み）

     半日利用の場合・・・8：30～13：00 まで 1,100 円（給食費込み）

               13：00～16：30 まで  900 円（おやつ代込み）

     

延長保育料・・・・・30 分未満       150 円

          30 分以上 1 時間未満  300 円

     ※ただし、緊急時を除いて午後 4 時 30分以降の延長はできません。



必要な書類：①一時預かり保育利用申込書  ②一時預かり保育申請書

      ③健康診断書         ④健康状態問診票

      ⑤健康保険証とこども医療費助成金受給資格者証（コピー）

      ⑥同意書                       

３．その成果と評価

にこにこ組の運用当初より、毎月の予約受付開始日には電話回線がパンクするぐらいの

反応があり、事務局もその対応に追われました。そして実際に運用をしていく過程で、現

場のオペレーションで様々な課題にぶつかりました。ハード面では専用区画を設けること

により他の保育室、事務室との連携がとりにくいという事、また元々の専用設計ではなく

後からの改装なので、トイレ等の給排水設備が十分ではない事、他の保育室とのトイレ等

の共用により感染症リスクが高まる事、などが課題とされました。またソフト面では、異

年齢の子どもたちが毎日入れ替わりによる保育になるので、レベルの高い保育技術を要求

されること。故に子どもの安心・安全を考えた時に、常に 2 人以上の保育士配置を必要と

することになりました。

しかし、それらの課題の一つについては、今回の助成対象の沐浴設備を設置することに

より、オペレーションに改善が見られる結果となり、現場にも余裕ができ、子どもたちの

安心・安全の向上に寄与していると考えております。特に 1 歳児における「かみつき」や

「引っ搔き」などの子ども同士のトラブルによる事故が極端に減ったと、当園の看護師か

らも報告が上がり、その成果を実感しております。

４．今後の課題と展望

現在のコロナ禍において、沖縄県も高い水準で感染者数が推移しており、子どもたちは

もとより、保育従事者自身も感染予防とその拡大防止に努めております。そのような中で

苦渋の選択ではありましたが、現在は一旦、不特定多数の子どもたちを対象とした「一時

預かり保育」の運用を休止しております。それでも、保護者より運用再開の問い合わせは

多く、その必要性を再認識しているところです。

現在の運用休止中において当該助成設備は、在園児の子どもで体調のすぐれない子、発

熱の疑いがある子を、保護者が迎えに来るまでの看護師が見守る病児保育室として運用し

ております。どのような形であっても子どもたちの安心・安全に寄与する形になり、今回

の第一生命財団による助成は地域の保育環境改善に資するものであり、ひいては、子ども

たちの健やかな発達と成長に寄与するものであると深く感謝いたします。



コロナ禍ではありますが、のびのびと、毎日子供たちは成長しております。事態が収ま

りを見せたら早急に「一時預かり保育 にこにこ組」を再開させ、更に地域の子育て支援

に職員一同研鑽してまいります。この度は助成本当にありがとうございました。                                   

                                      以上


